
     ４：よく当てはまる 

     ３：やや当てはまる

     ２：あまり当てはまらない

     １：まったく当てはまらない

は回答者数の最大値

4 3 2 1

1

① 59 30 11 0

② 41 44 15 0

③ 37 63 0 0

④ 63 37 0 0

⑤ 48 48 4 0

2

① 52 33 4 11

② 22 74 0 4

③ 30 41 22 7

④ 15 59 19 7

⑤ 22 37 33 8

⑥ 28 47 21 4

⑦ 37 49 7 7

3

① 56 44 0 0

② 19 37 29 15

③ 30 56 10 4

4

① 33 63 4 0

② 30 63 3 4

③ 41 41 7 11

5

① 56 40 4 0

② 26 63 11 0

6

① 33 56 4 7

② 48 44 4 4

令和６年度　長崎県立五島南高等学校　学校評価アンケート（教職員）

（達成状況　７０～１００％）

（達成状況　５０～　６９％）

（達成状況　３０～　４９％）

（達成状況　　０～　２９％）

本校の教育活動の様子や魅力を広く発信する。

広報紙やSNSなど様々な手段を通して、本校の教育活動を発信した。

各種行事などを通して、本校の魅力を伝えようと努めた。

生徒の適性に合わせた情報を提供した。

全職員による面接指導を行った。

持続可能な離島留学制度をめざし、運営組織・支援体制の改善・充実を図る。

学年・分掌・保護者・HFと連携して、離島留学生に関する情報共有を行っ
た。

家庭訪問や本人との面談を通して、必要な支援を行った。

は２番目に多い評価

努
力
目
標

生徒指導・教育相談活動の充実と特別支援教育の推進を図る。

気になる生徒について、自ら相談に乗ったりカウンセラーへの相談を促し
た。

特別な支援が必要な生徒については、保護者との連絡を緊密に行った。

特別な支援が必要な生徒の特性を理解し、わかりやすい教材開発に努め
た。

研修や月間報告を通して、生徒理解を深めるよう努めた。

視覚的に訴える工夫や分かりやすい説明の工夫に努めた。

ICT活用をはじめとする授業改善を推進し、学ぶ喜びを実感させ、基礎学力の定着を図る。

授業において、ICT機器等（電子黒板）を活用した。

生徒の学力を把握し、これを伸ばすための教材、課題を与えた。

生徒の適性に合わせた進路指導を行った。

話し合い、生徒が意欲的に学べるような授業改善にチームで取り組んだ。

授業、総合探究、LHRを通して、進路実現の意識付けを積極的に行った。

項目 番号 具　　体　　的　　評　　価　　内　　容
評価（％）

自分の授業の公開、他の教諭の授業参観を行った。

校内外の研修に積極的に参加した。

学習の見通しをもたせる工夫に努めた。

学校行事、生徒会活動、部活動等を通して生徒の自己肯定感や主体性を育むとともに地域との交流を
促進する。

学校行事への積極的な参加意識と協調性を高めるよう努力した。

部活動指導を熱心に行った。

地域交流への積極的な参加意識を高めるよう努力した。

生徒一人ひとりに対する進路指導の充実を図り、進路実現１００％をめざす。



7

① 44 52 4 0

② 34 48 11 7

4 3 2 1

7 41 59 0 0

8 47 40 13 0

9 40 53 7 0

10 53 40 7 0

11 60 27 13 0

12 53 40 7 0

13 20 60 20 0

14 47 53 0 0

15 47 47 6 0

16 53 33 7 7

17 50 29 21 0

18 33 60 7 0

19 70 30 0 0

20 36 55 9 0

21 80 20 0 0

22 70 30 0 0

23 70 30 0 0

24 45 55 0 0

25 60 40 0 0

26 45 55 0 0

27 18 73 9 0

28 28 36 36 0

29 64 36 0 0

30 62 38 0 0

31 31 69 0 0

32 46 54 0 0

生
徒
会

生徒自身が自主的・自発的に活動する生徒会をつくる。

総務委員会の企画力を向上させ、専門委員会並びに学級会の活動を活発化
する。

部活動の現状を考慮し、部活動規定の整備など部活動の実態に合わせた環
境を整える。

ボランティア活動に積極的に参加させることにより、地域を愛する心を育
てる。

離
島
留
学

地域や関係機関との連携を図りながら、地域の教育資源を活用した学びの
場を提供する。

豊かな人間性と創造性を備えた人材の育成を図る。

生徒募集等の広報活動に力を入れる。

進
路
指
導

朝ドリル・マナトレの実施、補習・対外試験の企画、全職員による面接指
導

企業・上級学校の積極的な開拓及び情報収集と生徒・保護者への情報提供

進路検討会の実施

校内外での進路ガイダンスセミナーの企画・運営

２年生を対象としたインターンシップの実施

大学や企業、受験情報等進路に関する情報の迅速な提供

ふるさと教育の一環としてインターンシップや島内事業所説明会などを通
して、若者の地元定着を促進する。

生
徒
指
導
・
教
育
相
談

全職員の共通理解に基づき、根気強い生活指導を通して豊かな心を育み、
規範意識や社会性を涵養し、不適応生徒や問題行動の減少に努める。

「いじめ」の未然防止、早期発見に積極的に努める。

保護者・地域との緊密な連携を図り、問題行動等を未然に防ぐ。

学級担任・教科担当者との連携を密にしながら、各学年・分掌の協力を得
て情報を共有し、生徒の精神的自立への援助を行う。また、生徒が心を開
き相談しやすい環境づくりを目指す。

人権教育に関する意識を高め、学校全体で積極的に取り組む。

生徒の健康を保持増進し、心身共に健康な人間の育成を図る。また、健康
診断等への生徒の関心を高め、事後指導を徹底する。

安全管理と安全指導の徹底を図る。

学校生活全般やSST、通級指導を通して、社会性やTPOを身に付けさせるな
ど、キャリア教育の充実を図る。

項目 番号 具　　体　　的　　評　　価　　内　　容
評価（％）

教
　
務

各分掌・学年、地域との連絡を密にし、校務運営の円滑化並びに学校行事
の充実を推進する。

授業時間の確保、クラス間及び各教科の授業時数の偏りの解消に努めるこ
とで、生徒の学習機会の保障と学力向上を図る。

ホームページや学校だより、各種説明会を通して「わかりやすい広報活
動」に努める。

新学習指導要領の施行に伴い、生徒の実態に即した教務内規・教育課程・
評価方法の研究を促進し、教員の授業力向上や環境整備を図る。

努
力
目
標

互いの人権感覚を育み、生徒及び教職員の健康と安全管理の徹底を図る。

生徒の心身の健康や安全に注意を払い、気になることについては主任・管
理職に相談した。

安全点検を定期的に行い、気になることについては情報の共有を図った。



30 75 25 0 0

31 75 25 0 0

32 67 22 11 0

33 20 80 0 0

34 19 81 0 0

35 13 69 18 0

36 33 50 17 0

37 42 58 0 0

38 25 50 25 0

39 14 65 21 0

40 31 54 15 0

41 22 64 14 0

42 22 57 21 0

３
学
年

最上級生としての自覚と責任を持たせ、規律と節度を守る誠実な人間性を
育てる。

道徳観や社会規範の育成に努め、周囲と協働して課題を解決できる力を養
う。

基礎学力・礼儀作法を身に付け、進路実現に向けて継続的な努力を行わせ
る。

１
学
年

生徒一人ひとりが学校生活へ適応し、自己理解を深め、様々なことに挑戦
し、自らの進路を切り開けるよう支援する。

豊かな人間関係作りができるよう、ホームルーム活動や学年間の交流を密
にし、思いやりの心と仲間意識を育てる。

基本的な生活習慣や学習習慣を身に付けさせ、規律ある態度を育ませる。

２
学
年

中堅学年としての自覚と責任を持たせ、規律と節度のある学校生活を送ら
せる。

生徒一人ひとりを学校行事や部活動に主体的に取り組ませ、自己肯定感を
高めさせる。

家庭での学習習慣を確立させ、基礎学力の充実を図り、進路目標の具体化
に努めさせる。

事
　
務

生徒の安全を確保し、計画的かつ効果的な教育環境の整備を図る。

省エネ・省資源化を図りつつ、効果的な予算執行に努める。

前例にとらわれず適正かつ迅速な事務処理に努める。

良好な人間関係を築かせ、学校行事や部活動に積極的・主体的に取り組ま
せる。


